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製造バッチ間の再現性(CW-C18)

Cadenza CW-C18は，CD-C18で開発した「ポリメリックエンドキャッ

ピング」手法を採用しており，高度なシラノール処理がなされた，

細孔径30ｎｍのODSカラムです。

塩基性化合物や酸性化合物だけでなく，分子量の比較的大

きな物質分離にも適しています。

上図のようにバッチ間の再現性も良好であり，一般的なODSと

同様に，汎用性の高いODSカラムとしていろいろなメソッド有

用です。高速でしかもシャープなピークが再現良く得られます。

Cadenza CW-C18, 150 x 4.6 mm
10mM ammonium acetate /ACN = 65 /35
1 mL/min, 37 deg.C, 254 nm, 1uL
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